
大牟田市立銀水小学校

１ 本校ＥＳＤの特徴

本校では，地域教育力の効果的活用を図りながら，学習活動として学年の実態に応じた単元構成の

工夫をしながら，環境・エネルギー，地域遺産・世界遺産，人権・福祉の学習などを重視した取組を行

っている。特に低学年においては，児童の興味関心を大切にし，楽しく遊びながら，身近な自然環境に関

わっていかせるようにしている。３年生以降から人権・福祉教育として，「人」とのつながりを通して，

共生社会の生き方について考えるようにしている。特に５年生においては，地域にある福祉施設で暮らす

お年寄りの方々との交流を通して，その関わり方について考えをもつとともに，自分の生活と関連付けて

考えながら，学習したことを全校児童に発信していくようにしている。

このように，本プロジェクトでは，地域と直接関わる体験を重視し，その特色を活かしながら地域に対

する豊かな感性を養うとともに，郷土の文化や生活に親しみ，郷土を大切にしようとする態度を育てるよ

うにしている。

２ ユネスコスクールとしての活動・全体計画

【環境・エネルギー】

１年生「ひとつぶのたねから」・２年生「ぐんぐんのびろ」

（生活科 ４月～１２月 １年１０時間，２年生１４時間）

３年生「生きものはかせになろう」 （総合的な学習の時間 ３３時間）

４年生「めざせエコロジー博士」 （総合的な学習の時間 ２１時間）

【地域・世界遺産】

２年生「まちたんけん」 （生活科 ５月・１１月・１月・２月 ４２時間）

４年生「守っていこう郷土の宝」 （総合的な学習の時間 ９月～１２月 ２４時間）

５年生「自国文化に触れよう・銀水太鼓」 （総合的な学習の時間 ２５時間）

６年生「守っていこう郷土の宝・世界遺産」（総合的な学習の時間 １１月～１２月 ２０時間）

【人権・福祉】

１・２年生「みんなでなかよし」 （生活科 ９月～３月 １年１９時間，２年生１６時間）

３年生「心を伝えて」 （総合的な学習の時間 ９月～３月 ３５時間）

５年生「共に生きよう銀水」 （総合的な学習の時間 ４月～１０月 ３６時間）

６年生「ふみだそう 夢への第１歩」 （総合的な学習の時間 ４月～７月 １０時間）

３ 特徴的な活動事例

＜３年生 総合的な学習の時間 単元名「めざせ，生きものはかせ」＞

（１）目標

○銀水小学校の樹木について調べたり，身近な昆虫・小動物を飼育して調べたりする活動を通して，

分かったことを生きもの図鑑にまとめ，発表することができるようにする。

○身近な生きものに関心をもち，大切に生活していこうとする思いをもつことができるようにする。

（２）実践の展開

①銀水小学校の樹木について知っていることを話し合い，課題を設定し，学習計画を立てる。

（４時間）

○銀水小学校の中にはいろいろな種類の樹木があることについて知り，単元の見通しをもつ。



○実際に樹木を観察し，特に自分が調べてみたい木を決め，調べ方について話し合う。

・観察 ・インタビュー ・図鑑 ・インターネット など

②校庭の木，草花，昆虫について調べる。（８時間）

○調べたい木をついて調べる。・名前 ・特徴 ・育て方 など

○「樹木教室」でＧＴの柿川先生にから話を聞く。

・観察 ・触る ・嗅ぐ ・説明を聞く など

③調べたことや分かったことをまとめる。（５時間）

○まとめ方を考える。 ・だれに ・どのような形で など

○自分が調べたいと決めた木について，分かったことをまとめる。

○柿川先生に教えていただいたことについて，まとめる。

④まとめたことを発表する。（３時間）

⑤自分の植木鉢に育てたい植物を植え，育てる。（２時間）

（３）子どもたちの様子

改めて銀水小学校の校庭を見て回ることで，たくさんの種類の木々に囲まれて生活していること

に気づいた。観察する中で木についている白い札に着目し，知らない名前・よく聞く名前を見つけ

たり，木の高さや葉の形･色･大きさ，幹を触った感じなどをつかんだりして，さらに知りたいとい

う気もちを高めていった。

お家の方にインタビューしたり，図鑑やインターネットで調べたりし，分かったことを増やして

いった。自分なりに調べた後で，樹木や草花，昆虫に詳しいＧＴの先生に出会い，実際に見て回り

ながら説明を受けることで，調べたことの確認や新しい発見を得ることができた。分かったことや

気づいたことをまとめることで，自分の考えが整理されていった。自分の植木鉢には，自分が育て

てみたい植物を決めて植え，草取りや水やり，肥料をあげるなど大切にお世話をしている。

また，校庭にある木の名前や場所が友だちとの話の中で出てきたり，虫を捕って育てたりするな

どして，身近な生きものにますます関心が高まってきている。

（４）成果と課題

＜成果＞

○毎日，銀水小学校に通っている時に，休み時間に外へ出る時に，校庭にある樹木は見ているようで

見ていないことに気づくことができた。意識させることや観点をもって観察することで，全体をぼ

やっと見ることから，部分を細かく見ることに見方が変わることに気づいた。また，樹木や草花に

詳しい方の話を聞くことで，知らないことが分かる喜びやますます生きものを身近に感じる事がで

きることが分かった。

＜課題＞

○自分が調べたい木について図鑑を活用する際に，育ち方など詳しく載っていない木があったり，人

数に対して本の数が少なかったので，調べる材料を調える必要がある。

４ 本年度の成果と課題

○成果

・「環境・エネルギー」における３年生「生きものはかせになろう」では，身近な昆虫を飼育したり，

草花を育てたりする活動から，それらの成長や変化に関して様々な環境の影響に目を向けながら興

味を持たせながら実践させていくことができた。

○課題

・５年生「共に生きよう銀水」お年寄りとの交流計画において，久福木サン荘訪問の時期のその単元

計画の見直しと改善。


